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沖縄支部設立総会を開催

〔正会員〕 

社　　　　　名 代　表　者 〒 所　　　　在　　　　地 TEL FAX

〔賛助会員〕 

社　　　　　名 代　表　者 〒 所　　　　在　　　　地 TEL FAX

1 ㈱太名嘉組 長　山　長　弘 901- 2113 沖縄県浦添市大平2-1-1 （098） 
878-9558

（098） 
878-9516

2 ㈱沖建住宅 嶺　井　政　則 903- 0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4-51-2 （098） 
885-8200

（098） 
884-4497

3 ㈲沖産 仲　吉　　　靖 901- 2223 沖縄県宜野湾市大山6-28-5 （098） 
898-3883

（098） 
898-2395

4 ㈱沖創建設 横　田　恵　文 900- 0004 沖縄県那覇市銘苅180-1 （098） 
862-1498

（098） 
862-1581

5 金秀建設㈱ 安　里　幸　夫 900- 8527 沖縄県那覇市旭町112-1 （098） 
869-1350

（098） 
869-1353

6 ㈱金城キク開発 外　間　章　弘 900- 0013 沖縄県那覇市牧志2-11-25 （098） 
863-6930

（098） 
863-4003

7 ㈱倉吉産業 又　吉　康　男 902- 0063 沖縄県那覇市三原1-11-19 （098） 
854-5885

（098） 
854-5911

8 ㈲住太郎ホーム 高宮城　實　正 904- 0101 沖縄県中頭郡北谷町字上勢頭555-7 （098） 
936-8633

（098） 
936-6601

9 上榮建設㈱ 上　地　　　勉 901- 2134 沖縄県浦添市港川1-30-1 （098） 
873-0568

（098） 
873-0373

10 ㈲大寛工業 垣　花　寛　吉 900- 0002 沖縄県那覇市曙1-18-32 （098） 
941-0202

（098） 
941-0202

11 大鏡建設㈱ 平　良　武　雄 901- 0152 沖縄県那覇市字小禄912-1 （098） 
857-7117

（098） 
857-9857

12 ㈱大興建設 宮　里　辰　秀 904- 0204 沖縄県中頭郡嘉手納町字水釜364-2 （098） 
956-5111

（098） 
956-4569

13 ㈲大三ハウス産業 大　城　三　郎 902- 0069 沖縄県那覇市松島2-1-8 （098） 
884-7474

（098） 
884-7252

14 ㈱託建 平　井　　　明 901- 0155 沖縄県那覇市金城5-9-2 （098） 
859-8401

（098） 
859-8403

15 タマキホーム㈱ 玉　城　文　一 900- 0025 沖縄県那覇市壺川1-12-8タマキビル4F （098） 831-9285
（098） 
831-9273

16 ㈲TENT 宮　里　　　毅 900- 0012 沖縄県那覇市泊3-13-5 （098） 
941-2955

（098） 
941-2950

17 ㈲日総開発 与那嶺　　　等 901- 2121 沖縄県浦添市内間2-6-２ （098） 
878-3901

（098） 
878-3902

18 ㈱松山産業 伊差川　　　武 900- 0002 沖縄県那覇市曙2-21-27 （098） 
868-1875

（098） 
868-1556

19 ㈲明興建設 仲　吉　功　扶 901- 2225 沖縄県宜野湾市大謝名5-21-24 （098） 
890-7752

（098） 
890-7753

20 ㈱陽光開発 名　嘉　　　謙 901- 2113 沖縄県浦添市大平2-1-1 （098） 
875-6616

（098） 
876-5535

21 ㈲琉球リゾート 橋　本　雅　彦 901- 2131 沖縄県浦添市牧港5-6-2 （098） 
879-0029

（098） 
879-0057

22 ㈱琉信ハウジング 澤　紙　秀　雄 900- 0032 沖縄県那覇市松山2-3-12 （098） 
868-1000

（098） 
861-6302

1 ㈲エスアールデザイン 崎　山　真　源 900- 0002 沖縄県那覇市曙3-2-1 （098） 
941-1748

（098） 
867-2034

2 ㈲サン印刷 宮　城　　　剛 901- 1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城577 （098） 
889-3679

（098） 
889-4282

3 ㈲匡設計事務所 宮　城　正　行 900- 0033 沖縄県那覇市久米1-1-11 （098） 
864-1298

（098） 
866-8564

4 ㈲武蔵測量設計 原　　　幸　弘 901- 2131 沖縄県浦添市牧港5-6-2 （098） 
876-3027

（098） 
876-4526

（3月20日現在・順不同）

住宅、建設、金融関係者等が多数出席し、協会

本部から出席した協会役員とともに新支部の設

立を祝った。

3月20日現在の沖縄支部会員名簿は以下のと

おり。
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寄稿・・・回想・随想

剣に協議した。原因は何か―、どう立ち直るべ
きか―、地価動向と経済環境の見通しは等々。
結論として地価の暴落が最大の要因で、現状で
の自己責任の遂行は不可能であり、また主力行
依存の企業運営は限界であることは明白であ
る。されど、法的措置をともなう各銀行への債
権放棄の依頼は絶対無理と途方に暮れた。
何故ならば、
（イ）30年も「住文化の創造」という高邁な
企業理念の基で育てられた業界に迷惑は
許されない。

（ロ）首都圏で9千戸の良質住宅の供給実績
がある。

（ハ）キャピタルロスを受けている購入者を
更に裏切れない。

（ニ）会社を信じてきた社員の生活防衛のた
めにも。

具体的対策もないが、社長である私の「今会社
を潰す訳には行かない。」という強い主張に関
係者も困惑した。

（4）突然神憑
かみかが

り的チャンスの到来
当社の株主で某大手企業の代表が「銀行に

正々堂々と挑戦する気があれば協力してやる」
とおっしゃられ、将に“天の声”だった。「天
の助け、人の情け、時の運」でわが社も一気に
後光が差してきた。「所有不動産の適正時価評
価で一括購入を検討、差額は銀行側の責任で放
棄する。」これには支援対策に苦慮していた主
力行が、大動転しながらも飛びついた。喜んだ
主力行も保守的だけに内外部の調整が大変だっ
たが、主体的に指導力を発揮して、支援企業代
表者との最終合意の決着に10ヶ月の時間を要し
たが、各社への交渉の用意が整った。
特に一連の動きは社内外部とも極秘で、依頼
先金融機関にも神経を使った。不動産の鑑定評
価、各行別の債権放棄依頼願の最終決定を基に
「企業再生に関する願い書」が完成、本格的な
金融機関詣でを開始した。
さらに幸運なことに、銀行は“早期是正措置”
が発令され9月中間決算で不良債権処理に対応
することになった。その時、私が持病の心臓病
の発作で入院、結果的にはこれも良い展開とな
り、住管機構の鬼の中坊公平社長の温情で予想
外の第一号の債権放棄承認を貰い各社はびっく

り仰天。その後の陳情行脚に有効的だった。
夏から秋、初冬と半年で、道中いろいろと困
難辛苦を乗り越えて、特別チームを中心に関係
者の支援で全19行（社）の同意を得ることができ、
本当に夢見る心地だった。“同意書の取り付け”
は国税の無税償却の承認が条件で、前例のない
挑戦ではあったが、主力行本部の尽力の結果、
当社は既に“死に体同然”であるという国税の
特別措置で承認された。
代表者の退任、株主責任（百分の一減資）、

商号変更など諸々の条件をクリアし、直後に支
援大手企業による増資、人材派遣など諸々の援
助を受けて、将に“地獄からの再生”を果たし、
明日を目指す航海が再開されたのである。在庫
調整、バランス調整と負債に関する整理と在籍
社員の雇用安定がなされたので、あとは、支援
株主企業への感謝と恩義を忘れることなく企業
の発展に努めることが社会的責任であると自覚
し、再生へと取り組んだ。

（5）債権放棄の波紋
翌10年2月、自民党のA議員が土地流動化の
ために「銀行は債権を放棄すべきだ。」と主張。
莫大な債務を抱えた不動産業界は適切な施策を
講じて活性化させるべきであり、93年の“共同
買取機構”設立以来、間接償却が無税では不公
平との意見もあったが、特別調査会の新設を経
て政府の総合経済対策の一つに取り上げられ、
「金融再生トータルプラン推進特別調査会」が
正式に公の場に登場した。
10年4月、特別調査会に当時の不動産中堅３

団体長が揃って、業界としての代表意見を聴取
された際に債権放棄等初の経験者の一人とし
て、私も発言を求められた。大勢の議員と当時
の大蔵、建設両省と国税局の立会で緊張したが、
実情を真剣にお聞きいただいた。これを契機に
「法人税の基本通達」も数十年ぶりに改定され
た。その結果、ゼネコンの債権放棄と不良債権
処理が続々と登場したのである。また、中小企
業の債務処理など金融機関の拘束解除の場とし
て「特定調停法」が施行されたが、これは自民
党のＹ議員による議員立法で誠に画期的なもの
で、後の「民事再生法」ともども多額の負債の
処理と企業の再生に役立つべく活用が期待され
ている。






